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地区活動
状況の紹介令和3年3月22日発行

号第

▲札幌西／「飲酒運転根絶モデル事業所」と
して新たに指定した2社に指定書を交付

▲札幌南／冬の運動の一環として、南沢地
区の幹線道路沿い2カ所で街頭啓発を実施

▲札幌白石／上白石小学校の校内放送で、
自動車同乗中のシートベルト着用を指導

▲札幌手稲／星置児童会館を利用している
児童に対し、安全な横断の方法などを指導

▲苫小牧／樽前山神社に関係者が会して交
通安全祈願祭を行い、事故撲滅を祈願

▲せたな／ながら運転防止と飲酒運転根絶
を訴えるカレンダーを飲食店などに配布

▲厚岸／今年1年の無事故を願い、真龍神
社と厚岸神社で交通安全祈願祭を実施

▲根室／高齢者を対象にした交通安全教室
を開き、参加者には「反射マスク」を配布

▲紋別／冬の運動初日、滝上町の国道273
号沿いでスピードダウンなどを呼びかけ

▲旭川中央／除雪作業の円滑化を目的に、
違法駐車車両に対する警告・指導を実施

▲名寄／名寄神社で交通安全祈願祭を実施
し、安全で安心な交通社会の実現を誓う

▲釧路方面／飲酒運転根絶をアピールする
卓上のぼり旗を製作し、管内各地区に配布

毎月15日は
道民

交通安全の日

4月6日（火）～4月15日（木）4月6日（火）～4月15日（木）
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芽室町から望む日高山脈

運動の重点とドライバー等の実践ポイント

飲酒運転は悪質で重大な
犯罪であることをしっか
り認識し、二日酔い運転
を含め、飲酒運転は絶対
にやめましょう。

●歩行者の道路横断に対応できる安全な速度で運転しましょう。
　信号機のない横断歩道では、歩行者優先を守りましょう。

【歩行者の皆さんは…】
横断歩道や信号機のある交差点
が近くにあるときは、その横断
歩道などで横断しましょう。
横断する前、横断中も、左右の
安全をよく確認して車に注意し
ましょう。

交差点での一時停止、安全
確認を徹底し、自転車を追
い越すときは、安全な間隔
を確保しましょう。
【自転車利用者の皆さんは…】
自転車も車両として交通ルールを
守らなければならないことをよく認
識しましょう。

※あおり運転など危険な運転はやめましょう。

●高齢ドライバーの皆さんは、体調が不安なときは運転を控え
るなど、無理のない運転を心がけましょう。講習会などに参
加し、加齢に伴う身体機能の変化などを理解しましょう。
※安全を確保するため高齢者マークを活用しましょう。

★交通安全協会は、悲惨な交通事故をなくし、安全で安心な交通社
会を実現することを目指して設立された団体です。次の各種活動
を幅広く推進しています。

　●各期の交通事故防止運動の実施　●交通安全の広報・啓発活動
　●各種交通安全教室の開催　　　　●優良運転者等の表彰
※会員証の提示で協力店での割引・優待の特典が受けられます。
  （詳細は、当協会ホームページ・ロードマップに掲載しています）

あなたもご入会いただき、地域の交通安全運動にご協力ください。
●入会申し込みは、札幌運転免許試験場、中央・厚別優良
運転者免許更新センター及び各方面交通安全協会（運転
免許試験場）のサービスコーナー、または各地区交通安
全協会で受け付けています。納入いただいた会費は、あ
なたの地域の交通安全活動を進める大きな力になってい
ます。

交通安全協会インフォメーション ～安協への加入をお待ちしております～

●統一行動日（セーフティコール）／4月6日（火）
●交通事故死ゼロを目指す日／4月10日（土）

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動
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子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保

歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上 飲酒運転の根絶

時間にゆとりをもち、ス
ピードダウンを実践しま
しょう。
後部座席を含め、全員が
正しく着用しているか確
認しましょう。

スピードダウンと
全席シートベルト着用

自転車の安全利用の推進
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●大人用

●女性・子供兼用

●こども用

人対車両
26.4％車両単独

32.6％

正面衝突
15.3％

自転車対
車両

9.0％
出会い頭 6.3％ 追突 3.5％

その他
6.9％

25～29歳
5.6％

一当歩行者等・不明
4.2％

65歳以上
31.9％

60～64歳
6.9％

30歳代

50歳代

40歳代
17.4％

25歳未満11.1％

前方不注意
25.7％

その他
34.7％

最高速度違反

その他の
安全運転
義務違反

着用
43.3％

着用不明
1.5％

非着用
55.2％

18.8％

10.4％

操作不適
10.4％

市街地 49.3％
交差点
64.8％

直線
31.0％

54.8％ 38.4％

6.8％

カーブ 4.2％

非市街地 50.7％

13.2％

9.7％

チャレンジ・セーフティラリー
北海道2020実施結果

（資料提供／北海道警察本部交通部）

「車両単独」、「人対車両」、
「正面衝突」が多い
●類型別事故死者発生状況

65歳以上のドライバーによる
事故が最も多い
●第一当事者の年齢層別事故死者発生状況

市街地では「交差点」での事故が最も多い
非市街地では「直線」で多発
●地形別・道路形状別事故死者発生状況

「前方不注意」や「操作不適」など
安全運転義務違反による事故が多い
●第一当事者の違反種別事故死者発生状況

自動車乗車中の死者の
半数以上が「ベルト非着用」
●自動車乗車中の死者の
　シートベルト着用状況

＊非着用の死者のうち6割以上の人は、
　着用していれば助かった可能性が高い

※「交差点」は交差点付近を含む
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札幌アポロ㈱
（一社）北海道安全運転管理者協会 
自動車安全運転センター北海道事務所
㈱保工北海道
㈱ほくやく
ヤマハ発動機販売㈱北海道営業所
トッパン・フォームズ㈱
岡本興業㈱
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
日本通運㈱札幌支店
（一社）日本二輪車普及安全協会北海道事務所
安全機器㈱
大丸㈱
北海道ホンダ販売㈱
国策共栄㈱
松谷建設㈱

賛助会員のご紹介
北海道交通安全協会の活動に賛同し、賛助会

員としてご協力いただいている団体を順次ご紹介
しています。（令和2年10月9日現在、81団体）
　

※なお、賛助会員の募集は、随時行っております。詳しくは、
道安協 ☎011--737--8700までお問い合わせください。

　北海道交通安全協会、北海道交通安全推進委員会、北海
道安全運転管理者協会、自動車安全運転センター北海道事
務所および各方面事務所で組織するチャレンジ・セーフテ
ィラリー北海道実行委員会（会長・大槻博道安協会長）の主
催により、昨年7月1日から10月31日までの4カ月間、「チ
ャレンジ・セーフティラリー北海道2020」が全道で展開さ
れ、このほど、その結果が発表されました。
　26回目となった今回のラリーの参加者は、「5人チーム」、
「3人チーム」、「個人」の３部門合わせて15万436人を数え、
そのうち96.8％の方が無事故・無違反を達成されました。
※参考（部門別無事故・無違反達成率）……5人チーム部門：85.6％、
　3人チーム部門：90.8％、個人部門：95.9％

　この結果を受け、無事故・無違反を達成したチーム・個
人を対象にした抽選会が1月29日に道警本部庁舎で行われ、
「1等」、「2等」、「ラリー賞」に計5,346人が当選し、後日、賞
品として商品券が贈られます。

15万436人が参加、
96.8％が無事故・無違反を達成
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当
選
者
決
定
！年間スローガン　ストップ・ザ・交通事故  ～めざせ  安全で安心な北海道～

　北海道交通安全協会では昨年、オリジナルの「反射
マスク」を作製し、皆様からご好評をいただいており
ますが、このほど、従来の「大人用」に加え、小さめ
の「女性・子供兼用」と「こども用」を新たにラインア
ップしました。感染症対策と交通事故防止に役立つ
グッズとしてご活用ください。

北海道交通安全協会 活動業務課

光って安全・安心、
オリジナルの

■3枚組　1,000円（税込、送料別途）

1枚　　350円（税込、送料別途）
※異なるサイズの組み合わせも可能です。

「反射マスク」が
好評です!

令和2年・北海道の死亡事故の特徴

☎011-737-8701 FAX011-737-8705

※「大人用」は成人向け、「女性・子供兼用」は小学校高学年～女
性（小さめ）向け、「こども用」は幼稚園～小学校低学年向けの
サイズです。寸法など詳細はお問い合わせください。

「反射マスク」

申し込み・
問い合わせ先

★電話またはFAXでお申し込み（ご注文）ください。
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通
事
故
死
者
数
は
前
年
比
８
人

減
の
１
４
４
人
で
、
事
故
統
計
の
記
録
が
残

っ
て
い
る
昭
和
22
年
以
降
最
少
だ
っ
た
平
成

30
年
に
次
い
で
少
な
い
死
者
数
と
な
り
、
ま

た
、
発
生
件
数
は
物
件
事
故
を
除
く
人
身
事

故
件
数
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
昭
和
41
年
以

降
の
最
少
を
４
年
連
続
で
更
新
し
、
負
傷
者

数
は
昭
和
38
年
以
来
57
年
ぶ
り
に
１
万
人
を

下
回
り
ま
し
た
。

交
通
部
長
感
謝
状
は
道
安
協
に
毎
年
贈
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
感
謝
状
は
、
昨
年

の
活
動
等
に
対
し「
交
通
安
全
の
重
要
性
を

認
識
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
交
通
安
全
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
、
広
く
道
民
の
安
全
意

識
の
高
揚
に
努
め
、
北
海
道
の
交
通
事
故
抑

止
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
」と
し
て
授
与
さ

れ
た
も
の
で
、
１
月
29
日
に
道
安
協
の
事
務

所
で
酒
井
智
雄
交
通
部
長
か
ら
堀
内
巖
専
務

理
事
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

札幌市中央区

札幌市中央区

札幌市中央区

札幌市中央区

札幌市中央区

札幌市中央区

札幌市西区

札幌市南区

札幌市北区

札幌市北区

札幌市北区

札幌市白石区

札幌市白石区

札幌市豊平区

旭川市

北見市

札幌アポロ㈱
（一社）北海道安全運転管理者協会 
自動車安全運転センター北海道事務所
㈱保工北海道
㈱ほくやく
ヤマハ発動機販売㈱北海道営業所
トッパン・フォームズ㈱
岡本興業㈱
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
日本通運㈱札幌支店
（一社）日本二輪車普及安全協会北海道事務所
安全機器㈱
大丸㈱
北海道ホンダ販売㈱
国策共栄㈱
松谷建設㈱

賛助会員のご紹介
北海道交通安全協会の活動に賛同し、賛助会

員としてご協力いただいている団体を順次ご紹介
しています。（令和2年10月9日現在、81団体）
　

※なお、賛助会員の募集は、随時行っております。詳しくは、
道安協 ☎011--737--8700までお問い合わせください。

　北海道交通安全協会、北海道交通安全推進委員会、北海
道安全運転管理者協会、自動車安全運転センター北海道事
務所および各方面事務所で組織するチャレンジ・セーフテ
ィラリー北海道実行委員会（会長・大槻博道安協会長）の主
催により、昨年7月1日から10月31日までの4カ月間、「チ
ャレンジ・セーフティラリー北海道2020」が全道で展開さ
れ、このほど、その結果が発表されました。
　26回目となった今回のラリーの参加者は、「5人チーム」、
「3人チーム」、「個人」の３部門合わせて15万436人を数え、
そのうち96.8％の方が無事故・無違反を達成されました。
※参考（部門別無事故・無違反達成率）……5人チーム部門：85.6％、
　3人チーム部門：90.8％、個人部門：95.9％

　この結果を受け、無事故・無違反を達成したチーム・個
人を対象にした抽選会が1月29日に道警本部庁舎で行われ、
「1等」、「2等」、「ラリー賞」に計5,346人が当選し、後日、賞
品として商品券が贈られます。

15万436人が参加、
96.8％が無事故・無違反を達成

北
海
道
警
察
お
よ
び
北
海
道
交
通
安
全
協

会
の
主
催
、
各
方
面
交
通
安
全
協
会
、
各
地

区
交
通
安
全
協
会
、
北
海
道
地
域
交
通
安
全

活
動
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
の
共
催
に
よ
り
、

反
射
材
の
普
及
促
進
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
9
月
1
日
か
ら

1
年
間
、「
光
っ
て
安
全
！
無
事
故
３
万
人

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２
０
」が
全
道
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者

を
対
象
に
し
た「
無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」

（
対
象
期
間
：
昨
年
9
月
1
日
〜
12
月
31
日
）

の
抽
選
会
を
2
月
5
日
に
北
海
道
交
通
安
全

協
会
で
実
施
し
ま
し
た
。

北
海
道
警
察
本
部
交
通
企
画
課
員
、道
安

協
の
堀
内
専
務
理
事
、
中
川
常
務
理
事
、
大

野
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
長
の
立
ち
会
い
の

も
と
厳
正
な
抽
選
を

行
い
、
後
日
、
審
査

に
よ
っ
て
無
事
故
が

確
認
さ
れ
た
当
選
者

１
5
０
人
に
２
０
０

０
円
の
商
品
券
を
贈

り
ま
し
た
。

抽選会抽選会

「
無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
当
選
者
決
定
！

「
無
事
故
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」
当
選
者
決
定
！年間スローガン　ストップ・ザ・交通事故  ～めざせ  安全で安心な北海道～

　北海道交通安全協会では昨年、オリジナルの「反射
マスク」を作製し、皆様からご好評をいただいており
ますが、このほど、従来の「大人用」に加え、小さめ
の「女性・子供兼用」と「こども用」を新たにラインア
ップしました。感染症対策と交通事故防止に役立つ
グッズとしてご活用ください。

北海道交通安全協会 活動業務課

光って安全・安心、
オリジナルの

■3枚組　1,000円（税込、送料別途）

1枚　　350円（税込、送料別途）
※異なるサイズの組み合わせも可能です。

「反射マスク」が
好評です!

令和2年・北海道の死亡事故の特徴

☎011-737-8701 FAX011-737-8705

※「大人用」は成人向け、「女性・子供兼用」は小学校高学年～女
性（小さめ）向け、「こども用」は幼稚園～小学校低学年向けの
サイズです。寸法など詳細はお問い合わせください。

「反射マスク」

申し込み・
問い合わせ先

★電話またはFAXでお申し込み（ご注文）ください。

北
海
道
交
通
安
全
協
会
に

北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
長
か
ら

今
年
も
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

非市街地

市街地
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地区の活動は会員の皆さんの会費や
賛助金などで行っています。
ご協力をお願いします。

地区の活動は会員の皆さんの会費や
賛助金などで行っています。
ご協力をお願いします。

地区活動
状況の紹介令和3年3月22日発行

号第

▲札幌西／「飲酒運転根絶モデル事業所」と
して新たに指定した2社に指定書を交付

▲札幌南／冬の運動の一環として、南沢地
区の幹線道路沿い2カ所で街頭啓発を実施

▲札幌白石／上白石小学校の校内放送で、
自動車同乗中のシートベルト着用を指導

▲札幌手稲／星置児童会館を利用している
児童に対し、安全な横断の方法などを指導

▲苫小牧／樽前山神社に関係者が会して交
通安全祈願祭を行い、事故撲滅を祈願

▲せたな／ながら運転防止と飲酒運転根絶
を訴えるカレンダーを飲食店などに配布

▲厚岸／今年1年の無事故を願い、真龍神
社と厚岸神社で交通安全祈願祭を実施

▲根室／高齢者を対象にした交通安全教室
を開き、参加者には「反射マスク」を配布

▲紋別／冬の運動初日、滝上町の国道273
号沿いでスピードダウンなどを呼びかけ

▲旭川中央／除雪作業の円滑化を目的に、
違法駐車車両に対する警告・指導を実施

▲名寄／名寄神社で交通安全祈願祭を実施
し、安全で安心な交通社会の実現を誓う

▲釧路方面／飲酒運転根絶をアピールする
卓上のぼり旗を製作し、管内各地区に配布

毎月15日は
道民

交通安全の日

4月6日（火）～4月15日（木）4月6日（火）～4月15日（木）

電話代表　011-737-8700      FAX  011-737-8704
ホームページアドレス　https://safety110.jp/

発行所　一般財団法人  北海道交通安全協会　札幌市北区北30条西6丁目4番18号　　編集発行人　大槻   博

346

芽室町から望む日高山脈

運動の重点とドライバー等の実践ポイント

飲酒運転は悪質で重大な
犯罪であることをしっか
り認識し、二日酔い運転
を含め、飲酒運転は絶対
にやめましょう。

●歩行者の道路横断に対応できる安全な速度で運転しましょう。
　信号機のない横断歩道では、歩行者優先を守りましょう。

【歩行者の皆さんは…】
横断歩道や信号機のある交差点
が近くにあるときは、その横断
歩道などで横断しましょう。
横断する前、横断中も、左右の
安全をよく確認して車に注意し
ましょう。

交差点での一時停止、安全
確認を徹底し、自転車を追
い越すときは、安全な間隔
を確保しましょう。
【自転車利用者の皆さんは…】
自転車も車両として交通ルールを
守らなければならないことをよく認
識しましょう。

※あおり運転など危険な運転はやめましょう。

●高齢ドライバーの皆さんは、体調が不安なときは運転を控え
るなど、無理のない運転を心がけましょう。講習会などに参
加し、加齢に伴う身体機能の変化などを理解しましょう。
※安全を確保するため高齢者マークを活用しましょう。

★交通安全協会は、悲惨な交通事故をなくし、安全で安心な交通社
会を実現することを目指して設立された団体です。次の各種活動
を幅広く推進しています。

　●各期の交通事故防止運動の実施　●交通安全の広報・啓発活動
　●各種交通安全教室の開催　　　　●優良運転者等の表彰
※会員証の提示で協力店での割引・優待の特典が受けられます。
  （詳細は、当協会ホームページ・ロードマップに掲載しています）

あなたもご入会いただき、地域の交通安全運動にご協力ください。
●入会申し込みは、札幌運転免許試験場、中央・厚別優良
運転者免許更新センター及び各方面交通安全協会（運転
免許試験場）のサービスコーナー、または各地区交通安
全協会で受け付けています。納入いただいた会費は、あ
なたの地域の交通安全活動を進める大きな力になってい
ます。

交通安全協会インフォメーション ～安協への加入をお待ちしております～

●統一行動日（セーフティコール）／4月6日（火）
●交通事故死ゼロを目指す日／4月10日（土）

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動

重 

点 

１

重 

点 

２

重 

点 

３

重 

点 

４

重 

点 

５

子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保

歩行者等の保護を始めとする安全運転意識の向上 飲酒運転の根絶

時間にゆとりをもち、ス
ピードダウンを実践しま
しょう。
後部座席を含め、全員が
正しく着用しているか確
認しましょう。

スピードダウンと
全席シートベルト着用

自転車の安全利用の推進


